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平成25年度  決算を認定
自主財源　31.6％

依存財源　68.4％123億4,496万円

支出は

特 別 会 計 名 歳　　入 歳　　出 特 別 会 計 名 歳　　入 歳　　出
国 民 健 康 保 険 18億5,537万円 18億1,410万円 農業集落排水処理事業 4億3,188万円 4億2,170万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億7,134万円 1億7,119万円 漁業集落排水処理事業 3,401万円 3,398万円

直 営 診 療 所 1億567万円 9,179万円 公 共 下 水 道 事 業 5億6,881万円 5億5,220万円

介 護 保 険 18億1,386万円 17億6,064万円 町 営 住 宅 等 1億1,474万円 1億1,267万円

簡 易 水 道 事 業 2億6,665万円 2億5,821万円 土 地 開 発 事 業 1億7,333万円 1億7,179万円

農業者労働災害共済事業 181万円 165万円

企 業 会 計 名 区　分 収　入 支　出 差　引

水 道 事 業
収益的 1億4,611万円 1億2,557万円 2,053万円

資本的 2,020万円 9,216万円 △7,196万円

工 業 用 水 道 事 業
収益的 2,731万円 2,259万円 472万円

資本的 1,287万円 1,287万円 0

上 中 病 院 事 業
収益的 6億6,911万円 7億507万円 △3,595万円

資本的 462万円 5,274万円 △4,811万円

特別会計・企業会計

県支出金（△1.0）
13億2,805万円

町債（18.2）
13億6,310万円

その他依存財源（△0.4） 2億788万円
その他自主財源（21.7） 2億9,267万円

諸収入（18.5） 3億3,483万円

繰越金（3.1） 4億9,849万円
繰入金（91.2） 8億1,142万円

寄付金（2943.8） 1億2,360万円
財産収入（42.8） 1億193万円
地方消費税交付金（△0.9）
 1億4,044万円

町税（0.8）
19億2,124万円

地方交付税（0.5）
42億8,283万円

国庫支出金（126.3）
15億3,681万円

歳入合計
129億4,335万円
（前年度比15.6％増）

〔数値について〕
※金額は万単位で表示しているため四捨五入の
　関係上、合計と一致しません。
※（　）内は、前年度増減比（％）です。

9月定例会 9月5日㈮～ 25日㈭

歳入

住民一人当たり

約77万円
（前年対比11万円増）

世帯当たり

約244万円
（前年対比32万円増）

▲ 予算決算常任委員会
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平成25年度  決算を認定実質公債費比率　15.5％
公債費による財政負担の程度を示す数値
平成24年度対比　0.5ポイント減

経常収支比率　90.2％
財政の硬直化を示す数値

平成24年度対比　0.2ポイント増

平成25年度主要事業
総　務　費

◇嶺南連携事業
　有害鳥獣処理加工施設整備 3,099万円
◇原子力災害対策施設整備事業（常神半島部）
　放射線防護対策事業（改修） 1億3,173万円

民　生　費
◇心身障害者医療無料化対策事業
　重度心身障害児医療費助成 8,316万円
◇児童手当事業
　児童養育手当 2億3,741万円

農林水産業費
◇企業的園芸参入支援事業
　完全密閉型植物工場土地整備 1億731万円
◇若狭梅街道線修繕事業
　舗装修繕整備 8,066万円

商　工　費
◇企業誘致促進事業
　AGC 若狭化学㈱補助金 2億9,801万円

土　木　費
◇観光まちなみ魅力アップ事業
　舞若道開通に向けた周辺各施設の整備事業
 5億9,488万円
◇道路改築修繕事業
　交通安全施設、町道の整備改良 1億3,107万円

教　育　費
◇安全安心な学校づくり事業
　学校施設耐震リフレッシュ事業 2億6,030万円

災害復旧費
◇18号台風災害復旧 3億513万円

一般会計歳出総額

？ 私たちの税金は
　　どう使われたのか？

議会費（△4.4）
1億1,156万円

衛生費（2.8）
11億1,097万円

労働費（△33.3）
3,770万円

商工費（97.4）
5億4,907万円

農林水産業費（8.7）
10億2,278万円

土木費（67.4）
19億2,777万円

災害復旧費（皆増）
3億513万円

消防費（△35.5）
4億1,427万円

総務費（33.6）
21億1,965万円

公債費（1.3）
13億3,650万円

教育費（0.8）
12億5,614万円

民生費（△5.6）
21億5,336万円

歳出合計
123億4,496万円
（前年度比15.4％増）

  

主
な
質
疑
事
項

【
一
般
会
計
】

問 

子
供
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
業
費
が
、
昨
年
度
よ
り

２
０
０
万
円
程
度
減
っ
て
い
る
が
。

答 

昨
年
度
は
、
開
設
に
向
け
て
必
要
な
も
の
を
買
い
揃
え

た
た
め
。

問 

町
営
住
宅
等
で
家
賃
未
納
額
が
多
い
よ
う
だ
が
、
集
金

回
収
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答 

入
居
者
と
交
渉
し
て
、分
納
で
回
収
し
て
い
る
。

問 

法
人
税
が
前
年
度
よ
り
３
、０
０
０
万
円
ほ
ど
減
っ
て

い
る
が
、そ
の
理
由
は
。

答 

法
人
税
は
、
会
社
の
業
績
に
よ
り
上
下
に
大
き
く
変
動

す
る
た
め
で
あ
る
。

問 

水
道
事
業
と
農
業
集
落
排
水
事
業
合
わ
せ
て
１
、

０
０
０
万
円
近
く
の
未
収
金
が
あ
り
、
回
収
で
き
な
い

の
で
は
。

答 

徴
収
を
ど
う
す
る
か
検
討
し
、シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
。

問 

老
人
保
護
措
置
事
業
で
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費

８
０
０
万
円
を
使
っ
て
い
る
が
、
ず
っ
と
負
担
し
て
ゆ

く
の
か
。

答 

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
な
い
段
階
と
言
う
こ
と
で
、養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い
る
が
、将
来
的
に
必
要

に
な
っ
た
時
に
は
介
護
施
設
に
入
所
し
て
い
た
だ
く
。

【
特
別
会
計
・
企
業
会
計
】

問 

施
設
の
取
り
壊
し
時
の
除
却
や
、
新
設
時
の
減
価
償
却

を
貸
借
対
照
表
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
、
細
か
な

作
業
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

企
業
会
計
で
は
、当
然
除
却
し
て
い
る
。特
別
会
計
で
は
、

法
非
適
用
な
の
で
減
価
償
却
は
し
て
い
な
い
。
一
方
で

は
、
国
の
方
針
で
下
水
道
、
水
道
に
関
し
て
企
業
会
計

に
す
る
と
の
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
若
狭
町
で
は

現
在
、特
別
会
計
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

問 

上
中
病
院
事
業
会
計
で
、未
払
い
分
の
２
、６
０
０
万
円

は
薬
品
代
か
。

答 

薬
品
、
材
料
費
、
委
託
料
な
ど
医
療
費
の
未
払
い
分
で
、

3
月
分
の
請
求
が
4
月
に
届
く
た
め
に
3
月
末
時
点
で

は
未
払
金
と
な
る
。

平
成
25
年
度
決
算
審
査
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事　　　業　　　名 予算額

乳幼児等、高齢者予防接種事業 651万円

台風11号による災害復旧関連 1,070万円

集落計画（要望）への実施（原材料支給等） 2,631万円

財政調整基金への積立 3億円

農地集積集約化対策事業 1,368万円

一般会計　主な事業

◇町税････････････････････････1,350万円
◇国庫支出金････････････････4,170万円
◇県支出金･･････････････････2,190万円
◇繰越金････････････････ 4億5,236万円
◇諸収入･･･････････････････････ 196万円
◇町債････････････････････････2,390万円

主な歳入

特別会計・企業会計　主な事業
会計区分 補正額 合計額

国 民 健 康 保 険 4,126万円 18億9,764万円

後 期 高 齢 者 医 療 27万円 1億7,366万円

介 護 保 険 5,322万円 18億6,083万円

直 営 診 療 所 1,369万円 9,714万円

簡 易 水 道 事 業 912万円 1億6,274万円

水 道 事 業
（ 資 本 的 支 出 ） 543万円 1億2,642万円

一般会計5億5,709万円を増額補正

ふるさとウェディング応援事業に40万円（1組30万円交付）

本年度総額　108億3,737万円

事　　　業　　　名 予算額

がんばる地域交付金活用事業
（若狭さとうみパーク看板等） 1,000万円
地域振興商品券事業

（わかさ東商工会への補助） 400万円
観光まちなみ魅力アップ事業

（道の駅のショーケース等備品購入） 500万円

除雪対策事業
（作業委托および機械賃借料等） 6,666万円

林業施設災害復旧費 4,460万円

9月定例会
9月5日㈮～ 25日㈭

会計区分 補正額 合計額

農 業 集 落 排 水
処 理 事 業 1,017万円 4億362万円

公 共 下 水 道 1,661万円 5億5,214万円

町 営 住 宅 等 1,353万円 1億1,668万円

土 地 開 発 事 業 943万円 2,374万円

国 民 健 康 保 険
上 中 病 院 事 業
（ 資 本 的 支 出 ）

2億2,112万円 2億6,875万円

▲ H26東黒田集約図（担い手）▲ 国民健康保険上中病院

農地集積集約化対策事業

放射線防護対策および病院施設改修工事

担い手 A 担い手 B 担い手 C 自作他

若狭町議会だより 第 38 号［4］



○
一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑
事
項

問 

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
）
へ
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
、
個
人
情

報
を
一
般
業
者
に
委
託
す
る
と
あ
る
が
、
歯
止

め
は
。

答 

今
回
、
嶺
南
市
町
歩
調
を
合
わ
せ
、
専
門
業
者

に
委
託
し
て
い
る
が
、
個
人
情
報
に
関
す
る
仕

訳
を
委
託
す
る
も
の
で
、
個
人
名
は
外
に
出
な

い
。

問 

空
き
家
活
用
事
業
に
関
し
て
、
屋
根
が
落
ち
て

い
る
よ
う
な
危
険
な
家
は
、
景
観
へ
の
影
響
が

あ
る
と
思
う
が
、今
後
の
総
合
的
な
考
え
方
は
。

答 

集
落
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
実
態
確
認
や
管
理
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
よ
そ
の

町
で
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
し
て
活
用
し
て

い
る
例
も
あ
る
が
、
集
落
の
方
と
連
携
を
持
ち

な
が
ら
慎
重
に
考
え
て
い
る
。

問 

道
の
駅
「
花
回
廊
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
の
中
に
入

る
業
者
は
、分
か
っ
て
い
る
の
か
。

答 

若
狭
三
方
五
湖
観
光
協
会
が
入
る
。
中
に
入
る

の
は
、
農
産
物
を
持
っ
て
く
る
方
な
ど
、
指
定

管
理
者
が
決
め
て
い
く
。

問 

河
川
維
持
管
理
の
浚
渫
対
象
河
川
は
何
処
か
。

答 

佐
古
川
、中
山
川
、赤
尾
川
の
国
道
か
ら
下
、破

風
川
、上
吉
田
の
北
川
、新
道
川
、和
伊
和
伊
亭

の
Ｊ
Ｒ
側
の
水
路
、杉
山
川
上
流
。

問 

北
川
の
浚
渫
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答 

国
交
省
で
5
か
年
の
浚
渫
計
画
が
あ
り
、
今
年

度
は
河
口
付
近
か
ら
浚
渫
を
始
め
て
い
る
。
若

狭
町
内
に
か
か
る
分
に
つ
い
て
、
要
望
し
て
い

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
計
画
に
つ
い
て
は
聞
い
て

い
な
い
。

問 

上
中
体
育
館
の
雨
漏
り
補
修
工
事
で
、
暫
定
と

言
わ
れ
た
が
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
を
持
た
せ

る
工
事
か
。

答 

暫
定
で
表
面
を
カ
バ
ー
し
、
お
お
よ
そ
2
年
か

予
算
決
算
常
任
委
員
会

ら
3
年
程
度
を
考
え
て
い
る
。

問 

多
目
的
広
場
の
『
若
狭
さ
と
う
み
パ
ー
ク
』
と

い
う
名
称
に
決
ま
っ
た
背
景
は
。

答 

5
月
12
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
Ｈ
Ｐ
、
チ
ラ
シ

な
ど
で
公
募
し
、１
０
０
件
の
応
募
の
中
か
ら
、

国
体
設
立
発
起
人
会
で
選
定
し
た
。

○
特
別
会
計
補
正
予
算
・
企
業
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑
事
項

問 

解
体
整
備
の
た
め
に
、
天
徳
寺
公
営
住
宅
か
ら

あ
じ
さ
い
団
地
に
引
っ
越
し
さ
れ
る
方
は
、
家

賃
の
差
額
が
出
る
と
思
う
が
、
補
填
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答 

あ
じ
さ
い
団
地
を
公
営
住
宅
と
し
て
使
う
の
で
、

差
額
は
町
で
負
担
す
る
。

問 
天
徳
寺
住
宅
が
新
し
く
な
っ
て
も
家
賃
は
一
緒

か
。

答 
新
し
い
建
物
で
の
家
賃
を
算
定
す
る
。
ま
た
、

そ
の
時
点
で
あ
じ
さ
い
団
地
に
残
ら
れ
る
場
合

は
、団
地
の
正
規
の
料
金
を
い
た
だ
く
。

○
土
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
関
連

主
な
質
疑
事
項

問 

上
瀬
住
宅
の
方
で
、
新
し
く
上
瀬
団
地
に
入
ら

れ
る
方
の
割
合
は
。

答 

現
在
、
成
立
し
て
い
る
7
件
の
う
ち
、
5
件
で

あ
り
、ま
だ
迷
わ
れ
て
い
る
方
も
あ
る
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

○
集
落
基
盤
設
備
事
業
実
施
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

・
生
産
性
の
向
上
と
農
業
経
済
の
安
定
を
図
り
、
魅
力

あ
る
農
村
集
落
を
形
成
す
る
た
め
集
落
基
盤
整
備

事
業
を
施
行
す
る
も
の
。

・
委
員
全
員
の
賛
成
で
可
決
。

○
若
狭
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

・
一
般
社
団
法
人
若
狭
三
方
五
湖
観
光
協
会
に
指
定
。

主
な
質
疑
事
項

問 

役
員
構
成
、
あ
る
い
は
指
定
管
理
者
に
す
る
の

に
各
組
合
長
が
寄
っ
て
協
議
し
た
の
か
。

答 

協
議
し
て
い
な
い
。

・
十
分
な
質
疑
討
論
の
末
、委
員
全
員
の
賛
成
で
可
決
。

○
福
井
地
方
裁
判
所
の「
再
稼
働
差
し
止
め
」判

決
を
尊
重
し
、高
浜
原
発
３
号
機
、
４
号
機
及

び
大
飯
原
発
３
号
機
、
４
号
機
の
再
稼
働
中

止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

に
つ
い
て

・
委
員
全
員
で
不
採
択
に
す
べ
き
も
の
と
決
定

○
政
府
に
よ
る
緊
急
の
過
剰
米
処
理
を
求
め
る

請
願

・
委
員
全
員
で
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

採
択
に
つ
い
て

・
十
分
な
討
論
の
末
、
賛
成
多
数
で
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定

○
意
見
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

・
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
は
「
発

議
」で
意
見
書
提
出

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

◆
条
例
の
制
定
な
ど
議
案
６
件
、陳
情
１
件
、い
ず
れ

も
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

○
若
狭
町
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
準
備
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

町
が
運
営
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
の
、
安
定

的
運
営
の
た
め
に
条
例
を
定
め
る
も
の
。

○
若
狭
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

○
若
狭
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規
定
に
よ
り
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
保
育
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

○
若
狭
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

○
若
狭
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
供
の
健
全
な
育
成
を
図
る

た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、条
例
を
一
部
改
正

す
る
も
の
。

○
若
狭
町
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て

　

保
育
に
欠
け
る
事
由
の
条
例
委
任
規
定
が
削
除
さ

れ
る
た
め
、条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

○
手
話
言
語
法
制
定
に
関
す
る
陳
情

　
「
手
話
言
語
法(

仮
称)

」
を
制
定
す
る
よ
う
、
国
に

対
し
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
。
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議 員 名

議 案 等 名

採
決
月
日

渡
辺
英
朗

島
津
秀
樹

辻
岡
正
和

坂
本　

豊

今
井
富
雄

原
田
進
男

北
原
武
道

武
田
敏
孝

小
堀
友
廣

清
水
利
一

藤
本　

勲

大
塚
季
由

小
堀
信
昭

小
林
和
弘

松
本
孝
雄

福
谷　

洋

平成25年度若狭町一般会計及び特別会計歳入
歳出決算の認定について 9/25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

若狭町観光交流センターの指定管理者の指定に
ついて 9/25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ―

福井地方裁判所の「再稼働差し止め」判決を尊重
し、高浜原発３号機、４号機及び大飯原発３号
機、４号機の再稼働中止を求める意見書の提出
を求める請願

9/25 × × × × × × ○ × × × × × × × × ―

政府による緊急の過剰米処理を求める請願 9/25 × × × × × × ○ × × × × × × × × ―

地方財政の充実・強化を求める意見書採択につ
いて 9/25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ―

地方財政の充実・強化を求める意見書について
（発議） 9/25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ―

9月25日に採決され全員賛成で可決された議案

・平成25年度若狭町水道事業会計、若狭町工業用水道事業会計及び若狭町国民健康保険上中病院事業会計決
算の認定について

・若狭町介護予防サービス事業準備基金条例の制定について
・若狭町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
・若狭町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
・若狭町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
・若狭町母子家庭等医療費の助成に関する条例の一部改正について
・若狭町保育の実施に関する条例の廃止について
・集落基盤整備事業実施計画の策定について
・平成26年度若狭町一般会計補正予算（第2号）
・平成26年度若狭町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
・平成26年度若狭町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
・平成26年度若狭町直営診療所特別会計補正予算（第1号）
・平成26年度若狭町介護保険特別会計補正予算（第1号）
・平成26年度若狭町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
・平成26年度若狭町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第1号）
・平成26年度若狭町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
・平成26年度若狭町営住宅等特別会計補正予算（第1号）
・平成26年度若狭町土地開発事業特別会計補正予算（第1号）
・平成26年度若狭町水道事業会計補正予算（第1号）
・平成26年度若狭町国民健康保険上中病院事業会計補正予算（第2号）
・陳情第3号 手話言語法制定に関する陳情
・「手話言語法」制定を求める意見書について（発議）

9月定例会 議員賛否一覧 議長は、採決に加わりません。
○賛成　　×反対　

▲ 本会議での手話通訳

若狭町議会だより 第 38 号［6］



一般 問質一般 問質

一般
問質

一般
問質

ば
い
と
見
て
い
る
。
合
併
算

定
替
え
に
よ
る
優
遇
措
置
も

平
成
32
年
度
に
は
現
状
の

10
％
程
度
減
少
す
る
と
見
て

い
る
。

小
堀 

町
の
借
金
は
、
町

民
一
人
当
た
り
い
く
ら
か
。

ま
た
合
併
前
は
い
く
ら
だ
っ

た
の
か
。

総
務
課
長 

平
成
25
年
度

決
算
時
で
84
万
円
、
合
併
前

の
平
成
16
年
度
決
算
時
で

60
万
６
千
円
。
一
人
当
た
り

の
金
額
上
昇
は
福
祉
施
設
や

学
校
の
耐
震
化
事
業
な
ど
に

よ
る
。
合
併
後
、
借
金
は
増

え
て
い
る
が
交
付
税
バ
ッ
ク

の
あ
る
も
の
を
優
先
的
に
活

用
し
て
い
る
。

小
堀 

財
政
健
全
化
を
図

る
に
は
、
各
種
事
業
、
補
助

事
業
に
対
し
て
経
過
追
求
、

費
用
対
効
果
の
確
認
が
甘
く

な
い
の
か
。

町
長 

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
中

で
、
詳
細
に
聞
き
取
り
そ
の

結
果
必
要
に
応
じ
て
事
業
の

見
直
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

取
り
や
め
の
判
断
を
し
て
い

る
。

辻
岡 

人
口
の
減
少
に
よ

り
、
自
治
体
の
消
滅
も
危
惧

さ
れ
て
い
る
現
在
、
若
い
女

性
が
激
減
し
地
方
の
人
口
が

加
速
的
に
減
少
す
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
そ
の
対
策
を

若
狭
町
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

町
長 

若
狭
町
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
の
基
本
戦
略
の

小
堀 

土
曜
授
業
の
取
り

組
み
状
況
は
。

教
育
長 

上
中
地
域
の
小

中
学
校
が
モ
デ
ル
地
域
と
し

て
、
文
科
省
の
指
定
を
受
け

月
１
回
程
度
取
り
組
ん
で
い

る
。小

堀 

学
力
テ
ス
ト
の
成

績
公
表
は
ど
う
い
っ
た
形
で

公
表
す
る
の
か
。

教
育
長 

教
育
委
員
会
で

は
教
科
別
平
均
正
答
率
の
公

表
は
、
序
列
化
の
過
度
の
競

争
に
つ
な
が
る
弊
害
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
慎
重
に
と
の

意
見
で
あ
り
９
月
の
委
員
会

で
決
定
す
る
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
若
狭
町
の
対
応
と
、

そ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

町
の
借
金
一
人
当
た
り
い
く
ら
か

「
次
世
代
の
定
住
促
進
」
を

推
進
し
定
住
人
口
の
増
加
に

取
り
組
み
、
働
く
場
所
の
確

保
と
子
育
て
支
援
策
に
力
を

入
れ
、
出
会
い
の
機
会
を
提

供
す
る
婚
活
支
援
等
に
取
り

組
み
、
農
業
で
は
、
上
中
農

楽
舎
に
よ
る
新
規
就
農
事
業

推
進
に
よ
り
、
町
内
農
業
の

活
性
化
と
、
若
者
の
定
住
を

進
め
る
。

地
域
維
持
コ
ス
ト
の

削
減
に
つ
い
て

辻
岡 

人
口
が
減
少
す
る

地
方
に
と
っ
て
、
公
共
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
・
維
持
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
経
費
が
人
口
減

少
に
併
せ
て
減
ら
な
け
れ
ば
、

地
域
維
持
コ
ス
ト
が
増
大
し
、

住
民
の
負
担
が
増
加
す
る
た

め
、
そ
れ
を
圧
縮
す
る
政
策

を
今
後
ど
う
行
う
の
か
伺
う
。

小
堀 

小
中
学
校
の
統
廃

合
は
近
隣
市
町
で
は
既
に
始

ま
り
先
延
ば
し
で
き
な
い
の

で
は
。

町
長 

町
の
生
徒
数
は

10
年
前
１
７
０
３
名
、
今

年
４
月
で
は
１
３
０
５
名

と
３
９
８
名
、
率
に
し
て

２
３
・
４
％
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
、
地
域
住
民
の
意
見
に

耳
を
傾
け
、
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。

今
後
の
財
政
に
つ
い
て

伺
う

小
堀 

合
併
し
て
10
年
、

特
例
が
期
限
切
れ
し
財
政
的

に
苦
し
く
な
る
今
後
の
行
方

は
。町

長 

歳
入
見
込
み
で
は

町
税
に
つ
い
て
は
、
大
幅
な

増
額
を
見
込
め
ず
、
ほ
ぼ
横

定
住
促
進
に
取
り
組
む
と
共
に
、地
域
維
持
コ
ス
ト

削
減
に
努
め
て
行
き
た
い

  

町  

長

平
成
25
年
度
決
算
時
84
万
円

  

総
務
課
長

辻 岡 正 和  議 員

小 堀 信 昭  議 員

町
長 

公
共
イ
ン
フ
ラ
等

の
維
持
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ

い
て
は
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
の
中
で
施
設
の

最
適
な
配
置
に
つ
い
て
検
討

し
、
町
の
規
模
に
似
合
っ
た

行
政
活
動
を
行
い
、
現
在
広

域
化
を
進
め
て
い
る
。
ゴ
ミ
、

消
防
、
観
光
や
福
祉
分
野
に

つ
い
て
も
そ
の
推
進
に
よ
り
、

町
全
体
の
維
持
コ
ス
ト
の
削

減
に
努
め
て
行
き
た
い
。

人
口
減
少
と
自
治
体
の

対
応
に
つ
い
て

（文責：質問者本人）

▲ かみなか農楽舎

［7］若狭町議会だより 第 38 号



一般 問質一般 問質

一般
問質

一般
問質

北
原 

８
月
31
日
、
避
難

訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
避
難

時
の
服
装
な
ど
を
見
た
が
、

あ
れ
で
は
町
職
員
や
住
民
の

被
曝
は
避
け
ら
れ
な
い
。
本

町
の
原
子
力
防
災
計
画
で
は

職
員
や
住
民
に
対
す
る
「
被

曝
予
防
の
教
育
や
啓
発
」
が

謳
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が

実
行
さ
れ
て
い
な
い
事
が
露

呈
し
て
い
た
。
実
効
性
あ
る

避
難
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

な
し
に
、
原
発
再
稼
働
を
傍

観
し
て
い
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。

町
長 

啓
発
や
訓
練
は
ま

だ
ま
だ
不
十
分
、
今
後
も
積

み
重
ね
て
い
く
。
防
災
訓
練

と
再
稼
働
は
、
全
く
別
の
次

現
状
の
避
難
体
制
の
も
と
で
原
発
再
稼
働
を
傍
観
、

こ
れ
は
許
さ
れ
な
い
の
で
は

元
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

北
原 

訓
練
の
翌
日
、『
県

民
福
井
』
は
「
こ
の
ま
ま
再

稼
働
す
る
な
ら『
住
民
軽
視
』

の
批
判
は
免
れ
な
い
」
と
報

道
し
て
い
る
。「
避
難
で
き

な
く
て
再
稼
働
な
し
」
は
圧

倒
的
な
世
論
だ
。

教
育
現
場
を
尊
重
し
た

教
育
行
政
を

北
原 

７
月
14
日
、
教
育

長
会
議
で
「
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
成
績
公
表
」
が
話
題
に

な
り
、
つ
ぎ
の
８
月
６
日
の

会
議
で「
市
町
別
成
績
公
表
」

が
申
し
合
わ
さ
れ
た
、
と
の

事
だ
。
こ
の
間
、
教
育
長
は

教
育
現
場
の
意
見
を
聴
い
た

か
。教

育
長 

翌
日
の
７
月
15

日
、
町
の
教
育
委
員
会
が
あ

り
、
報
告
と
協
議
を
行
っ
た
。

「
公
表
は
慎
重
に
行
う
べ
き
」

と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
こ

の
間
、
校
長
先
生
や
現
場
の

先
生
方
、
保
護
者
か
ら
の
意

見
は
聴
い
て
い
な
い
。

北
原 

教
育
現
場
の
意
見

を
よ
く
聴
き
、
教
育
委
員
会

で
十
分
議
論
し
、
県
レ
ベ
ル

の
会
議
に
臨
む
べ
き
だ
。
な

お
私
自
身
は
、「
公
表
」
は
教

育
的
に
弊
害
が
大
き
い
と

思
っ
て
い
る
。

防
災
訓
練
と
再
稼
働
は
別
の
次
元

  

町  

長

北 原 武 道  議 員

（文責：質問者本人）

販
売
状
況
と
行
政
の
対
応

坂
本 

梅
の
生
産
量
は
全

国
で
約
13
万
ｔ
、
消
費
量
は

約
10
万
ｔ
、
輸
入
梅
も
あ
り
、

現
実
は
飽
和
状
態
で
あ
る
。

町
長 

今
年
の
青
梅
販
売

状
況
は
Ｊ
Ａ
に
集
荷
さ
れ
た

梅
は
７
４
５
・
８
ｔ
で
前
年

比
６
１
・
７
ｔ
の
減
少
、
価

格
も
１
㎏
当
た
り
160
円
で
、

前
年
よ
り
38
円
の
下
落
。
青

梅
に
つ
い
て
は
、
皇
室
献
上
、

大
相
撲
優
勝
力
士
贈
呈
、
Ｊ

Ａ
梅
の
里
会
館
と
連
携
し

「
梅
ま
つ
り
、
青
梅
ま
つ
り
」

等
町
職
員
全
員
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
期
間
、
梅
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

を
着
用
し
、
町
内
外
に
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

副
町
長 
若
狭
町
が
誇
る

産
業
で
あ
る
梅
の
産
地
を
守

る
た
め
、
若
狭
町
梅
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
を
４
月

青
梅
販
売
の
現
状
と
今
後
行
政
の
対
応
は

16
日
発
足
。
三
つ
の
柱
で
基

本
方
針
を
定
め
て
い
る
。
一

つ
目
が
後
継
者
対
策
、
二
つ

目
が
生
産
対
策
、
三
つ
目
が

販
売
促
進
対
策
、
今
後
も
６

次
産
業
化
に
向
け
た
取
り
組

み
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
支
援
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。坂

本 

後
継
者
不
足
と
高

齢
化
に
よ
る
放
棄
梅
園
が
増

え
る
。行
政
と
し
て
の
対
策
は
。

副
町
長 

梅
園
の
管
理
や

放
棄
梅
園
の
解
消
に
は
、
後

継
者
育
成
が
絶
対
必
要
で
あ

り
、
産
地
の
衰
退
を
食
い
止

め
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
若
狭
町
梅
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
現

在
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、「
か
み
な
か
農
楽
舎
」
を

母
体
と
し
て
研
修
生
を
受
け

入
れ
、
剪
定
や
栽
培
・
加
工

技
術
を
実
習
し
、
流
通
販
売

や
経
営
管
理
等
の
基
礎
的
知

識
を
習
得
す
る
独
自
の
梅
栽

培
研
修
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
、

新
規
就
農
者
に
対
し
て
農
家

園
地
研
修
や
専
門
研
修
を
実

施
し
、
継
続
的
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
後
継
者

対
策
に
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
為
、「
梅
産
地
人
材
育

成
基
金
」（
仮
称
）
を
創
設
し
、

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

坂
本 

今
後
新
し
い
加
工

品
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

副
町
長 

加
工
品
に
と
ら

わ
れ
ず
、
ふ
ぐ
の
養
殖
に
実

用
さ
れ
て
お
り
、
梅
の
効
能

を
利
用
し
た
取
り
組
み
を
調

査
研
修
し
生
産
者
、
販
売
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
。

若
狭
町
梅
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
指
示
し
対
応
す
る

  

町  

長

坂 本 　 豊  議 員

▲ 福井県原子力防災総合訓練
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一般 問質一般 問質

一般
問質

一般
問質

原
田 

新
た
な
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
の
建
設
は
財
政
上
、

難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
現

在
下
夕
中
に
あ
る
ふ
れ
あ
い

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
上
中
地

域
の
方
に
、
雨
天
で
も
利
用

可
能
な
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と

し
て
改
修
出
来
な
い
か
町
長

の
考
え
を
問
う
。

町
長 

あ
じ
さ
い
ふ
れ
あ

い
広
場
で
の
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
事
業
費
が
多
額
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
各
方

面
に
わ
た
り
補
助
事
業
が
な

原 田 進 男  議 員

▲ あじさいふれあい広場ゲートボール場

上
中
地
区
に
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
の
建
設
を

現
在
あ
る
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
を
活
用

い
た
だ
き
た
い

  

町  

長

い
か
探
し
て
い
る
。
苦
し
い

問
答
に
し
か
返
答
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
。
当
面

は
現
在
あ
る
梅
丈
ラ
ン
ド
屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
や
生
き

い
き
ふ
れ
あ
い
館
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
の
活
用
を
お
願

い
す
る
。

若
狭
町
議
会
で
は
、

委
員
会
ご
と
の

先
進
地
視
察
や
議
員
研
修
を

受
講
す
る
際
の
旅
費
等
に
つ

い
て
は
予
算
化
さ
れ
て
お

り
、
限
ら
れ
た
議
会
費
を
有

効
に
活
用
し
、
政
策
立
案
活

動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

政
務
活
動
費
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、「
豊
か
で
明
る
い
町

づ
く
り
」に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

若
狭
町
の
議
員
に
、
政
務
活
動

費
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
調
査
や
研
究
な
ど

の
政
策
立
案
活
動
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

若
狭
町
の

政
務
活
動
費
は

月
額
い
く
ら
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

ま
た
、
会
派
へ
は
月
額

い
く
ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

政
務
活
動
費

と
は
一
体
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
？

議
員

一
人
一
人
に

支
給
さ
れ
る
の

で
す
か
？

議
員
報
酬
と
は
別
に
、

地
方
議
員
の
政
策
立
案

活
動
を
支
援
す
る
為
に

認
め
ら
れ
て
い
る
経
費
で
、

自
治
体
の
条
例
に
よ
っ
て

そ
の
額
は
異
な
り
ま
す
。

議
員
の
他
、
会
派
に

所
属
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
会
派
に
も
交
付

さ
れ
ま
す
。

若
狭
町
の
議
員
に
は
、

政
務
活
動
費
は
一
切
支
給
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
若
狭
町
議
会
に
会
派
は

存
在
し
ま
せ
ん
。

二
〇
一
二
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正

に
よ
っ
て
、
純
粋
な
調
査
費
か
ら
活

動
費
と
い
う
形
に
な
り
、
使
途
が
拡

大
さ
れ
て
調
査
研
究
費
や
研
修
費
、

事
務
所
費
な
ど
解
釈
次
第
で
は
あ
ら

ゆ
る
業
務
に
対
し
て
支
出
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

現
実
に
は
議
員
報
酬
の
延
長
と
し
て

理
解
さ
れ
る
面
が
あ
る
よ
う
で
す
。

なるほど～、わかりました！

1

3

56

4

2

『号泣県議』で注目されている、
政務活動費って何？
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編

記
後
集

　

あ
る
企
業
が
「
○
○
の
秋
」
で
何

を
連
想
す
る
か
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
一
位
は
断
ト
ツ
で
「
食
欲
の

秋
」、
二
位
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」、

三
位
は
「
読
書
の
秋
」
と
な
っ
た
そ

う
だ
。

　

町
内
の
稲
刈
り
も
一
段
落
し
、新

米
も
出
回
っ
て
い
る
が
、
今
年
の

嶺
南
地
域
の
水
稲
作
況
指
数
は
98

で
や
や
不
良
。
自
然
の
恵
み
に
感

謝
し
な
が
ら
、
秋
の
味
覚
を
美
味

し
く
頂
き
た
い
。

　

そ
の
一
方
で
、８
月
20
日
に
発
生

し
た
広
島
市
の
土
砂
災
害
や
御
嶽

山
の
噴
火
な
ど
、
自
然
は
時
と
し

て
人
間
に
牙
を
剥
く
。
昨
年
の
台

風
18
号
の
被
害
か
ら
一
年
が
経
過

し
、「
若
狭
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
連
絡
会
」
が
設
立
さ
れ

る
な
ど
、防
災
へ
の
意
識
も
高
ま
っ

て
い
る
が
、
自
然
へ
の
畏
敬
の
念

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
穏
や
か
な

秋
を
満
喫
し
た
い
。 

（
渡
辺
英
朗
）

8 月 7 日　小浜市・若狭町総合振興協議会

9 月 5 日　河内川ダム視察

8 月 8 日　委員長・副委員長研修

8 月 29 日　町議会議員研修会

8 月 20 〜 21日　総務産業建設常任委員会の原子力災害避難先視察（兵庫県）
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